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令和元年度第１回那珂市総合教育会議 議事録 

 

１ 日 時  令和元年１２月２３日（月） 

午前１０時００分～午前１１時５５分 

 

２ 場 所  那珂市役所５階５０２・５０３会議室 

 

３ 出席者 

（構成員） 市長    先﨑 光    教育委員 中澤 明 

教育長職務代理者   住谷 光一   教育委員 小笠原 聖華 

教育委員   一和   教育長  大縄 久雄 

  

（事務局）【総務部 総務課】 

総務部総務部長 加藤 裕一 

総務部総務課長 渡邊 荘一 

課長補佐（総括） 飛田 建 

課長補佐（総務グループ長） 小泉 友哉 

総務グループ主幹 齋藤 哲生 

【教育委員会教育部 学校教育課 指導室】 

教育部長 高橋 秀貴 

教育部学校教育課長 小橋 聡子 

課長補佐（総括） 会沢 実 

副参事兼指導室長 沼田 義博 

課長補佐（総務・再編グループ長） 生田目 綾子 

課長補佐（学務・施設グループ長） 寺門 珠美 

【教育委員会教育部 生涯学習課】 

生涯学習課長 髙安 正紀 

課長補佐（総括） 萩野谷 智通 

 

４ 会議次第 

１ 開 会 

 ２ 市長あいさつ 

 ３ 協議事項 

（１）小中学校の適正規模・適正配置について 

 ４ その他 

 ５ 閉 会 

 

５ 内 容 

渡邊総務課長： 定刻となりましたので、ただいまから令和元年度第１回那珂市

総合教育会議を開催いたします。 
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この総合教育会議は平成２７年度より設置されたものですが、

その趣旨は、市長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、那珂市

の教育に係る課題、目指す姿などを共有しながら、同じ方向性の

もとで、連携して効果的な教育行政を推進するというものでござ

います。 

本日の会議進行でございますが、協議事項として１件でござい

ます。次第３番（１）としまして、近年の少子化等の問題より教

育現場において課題となっている「小中学校の適正規模・適正配

置について」になります。 

こちらは、那珂市教育大綱の施策１「豊かな心を育む学校教育

の充実を図る」に方針として位置づけされており、並びに、先﨑

市長就任後、「活力あふれる那珂市」を実現するために、特に取

り組むべき方向性を示すものとして「可能性への挑戦（那珂ビジ

ョン）」を策定しましたが、その中にも位置づけられているもの

です。 

初めに、先﨑市長より那珂ビジョン（教育委員会に関係する部

分）について説明いただき、その後、本市における小中学校の現

状と課題について事務局より説明させていただきます。  

説明等が終わりましたら、市長と教育長及び教育委員の意見交

換をフリートーキング形式で行います。 

市長の考えや教育委員の意見などを自由にお話いただきたいと

考えております。 

なお、この問題については、市及び教育委員会でもこれから段

階を踏んで議論を進めていく内容と思いますので、現時点で教育

委員会としての統一した考えもまとまっていないこととは思いま

す。したがって、本会議においては、あくまで現時点での意見交

換の場にさせていただければと考えております。よろしくお願い

いたします。 

それでは、協議事項に入る前に、先﨑市長より、ごあいさつを

お願いいたします。 

先﨑市長： 本日は令和元年度第１回の那珂市総合教育会議に、ご多忙の中ご

出席いただきまして誠にありがとうございます。また、平素から子

どもたちの健全育成、本市の教育行政の充実推進にご尽力いただい

ておりますこと、心から感謝申し上げます。会議の意義等につきま

しては先ほど総務課長からありましたけれども、私もかつて議員時

代に総合教育会議のスタートに当たって、 色々と接する機会があ

りました。特に、教育現場の課題はたくさんあるわけですけども、

いじめ問題とか県内でも大変大きな問題がありましたけれども、教

育行政で一生懸命現場を対応していて、それに対して首長、いわゆ

る行政部門はどうだったのか。住民から見ると、教育委員会も行政
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も当然一体として見えるのが普通なのですね。ですからそれは教育

委員会のことだよ。行政はちょっと距離感があるのだよっていうこ

とでは、やはり住民は納得しないのですね。そういうことを考える

と、やはり教育委員の皆様、あるいは教育行政と市長部局、そうい

ったものがきちんと連携をしていくことが住民に対して、きちんと

した説明責任を果たしていくということに繋がると思うのですよ。

そういった意味でこの総合教育会議は設置をされました。県でもそ

ういう話をいただいて、そのとおりだと私も納得をいたしておりま

す。年に１回ですから、なかなか時間もたっぷりあるということで

はございません。場合によっては、複数回必要ということもありま

す。そういったことがないことがやっぱり一般的には望ましいのか

なと私は思っております。年度の後半も押し迫ってからの会議とい

うことで、皆様方には本当にご苦労かけますけども、よろしくお願

いをしたいと思っております。現場のことについては、教育委員の

先生方に色々なところでお世話になっております。そういうことも

踏まえまして、今日の会議が進めばいいなというふうに思っており

ます。 

今日のテーマは、私が現在の教育環境の課題の一つと考えている

「小中学校の適正規模・適正配置について」ということであります。

現場のことは、先生方がそれぞれ色々なところで色々な観点から熟

知をされていると思います。本日の意見の交換の中で、この課題に

ついて、議論が少し深まればいいなというふうに思っております。

大事な視点は、戸多小学校、そして本米崎小学校が閉校、そして統

合されました。そのことによって、子どもたちの教育環境、あるい

は地域の環境、そういったものはどう変わったのか。どう進んだの

か。あるいはそうではなかったのか。そういったことも検証しなが

ら、この会が有意義な場になれば、大変ありがたいなというふうに

思っております。最後になりますけれども、年末になりました。先

ほどもインフルエンザの話を申し上げましたけれども、教育委員の

先生方には健康に留意されまして、本市の教育行政のますますの発

展のために、ご尽力いただきますことを心からお願い申し上げまし

て、会議にあたりましてのあいさつとさせていただきます。よろし

くお願いします。 

渡邊総務課長： それでは、この後の次第３協議事項につきましては、那珂市総

合教育会議設置要綱第４条の規定に基づき、市長が議長となりま

して、会議を進めていくことになります。それでは、市長よろし

くお願いいたします。 

先﨑市長： それでは要綱に基づき議長を務めさせていただきます。どうぞ円

滑な議事進行にご協力をお願い申し上げます。なお、本会議につ

きましては、規定によりまして、原則公開とされておりますので、
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公開で行いたいと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。  

それでは早速、お手元の次第に基づきまして協議に入ります。次

第３番の協議事項の（１）「小中学校の適正規模・適正配置につい

て」を議題とします。冒頭、総務課長の説明でもありましたが、こ

の議題につきましては、今年度策定させていただきました「可能性

への挑戦（那珂ビジョン）」に記載されている内容となっておりま

す。皆様にも那珂ビジョンを配布させていただきましたが、その中

でも「学校立地の適正化」を含めた教育委員会に関係する部分につ

いて、私の考えや思いを説明させていただきます。那珂ビジョンが

お手元にあると思うのですが、９ページの（３）番として、公共施

設の適正化という項目があります。この那珂ビジョンを振り返りま

すと、今年の５月に、私が市長に就任をしてから、どういった考え

で政策を進めていくかという基本的な方針のもとにプロジェクトチ

ームをつくって策定をしたビジョンであります。そういった中で、

市のそれぞれの分野について進むべき方向性を定めたわけでありま

すけれども、その中で、魅力ある未来への投資という部分の中で、

この公共施設の適正化についても述べさせていただきました。

（３）番の公共施設の適正化を見ていただきますと、前段は那珂市

の配置、公共施設、学校施設数ですね。そういったものの現状ある

いは子どもたちの少人数化、減少化などが書いてありますけれども、

中段よりそのような中で、人的、財政的な余力を満たすためには、

学校立地の適正化という言葉が出てくるようになります。教育は全

て人的財政的なもので図れるものではないですけれども、やはり全

体的な公共施設のマネジメントをそういった観点からも考えなくて

はいけない。無尽蔵に那珂市の財源があるわけではありませんので、

そういったものも含めて、立地の適正化について考えなくてはいけ

ないということで、ここの部分で表現をさせていただいております。

また同ビジョンの最終ページ、１４ページにありますけれども、こ

こでもこの推進計画の中で謳わせていただきました。１番最下段の

枠組み、（３）公共施設の適正化という中で３段目の枠であります

けども、学校立地の適正化について検討するということで、令和１

年から２年で調査、３年から４年で調査、そして、５年度に方針を

決定とそういう推進計画の中に上げさせていただいております。 

あわせまして皆様方にもご審議いただいて作りましたこの教育大

綱の２ページの下段の方になりますけれども黒丸の４番目に、小規

模校の活性化を図るとともに、将来の学校を取り巻く状況を踏まえ、

小中学校の適正規模化について検討しますと、そういう文言が入っ

ております。既に皆様、感じてらっしゃるでしょうけども、那珂市

は比較的まだ少子化の波が全体的には緩くなっています。しかし市

内を見渡せば、激しいところとそうではないところがありますので、
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そういった状況も鑑みながら、将来的な適正規模・適正配置を考え

ていかなくてはいけないということになっていくと思います。私は

この那珂ビジョンをつくっていく中でもそういうことを色々職員の

皆様ともやりとりをしましたけれども、基本的にはやっぱり学校は

地域のコミュニティっていう側面も持っていますので、子どもたち

の教育の現場は当然、非常に重要なわけでありますけれども、それ

とあわせて、地域の学校を中心にしたコミュニティをどうつくって

いくかっていうことも重要な視点と考えています。個人的な思いに

なるかもしれませんけども、戸多地区、そして本米崎地区がそのこ

とだけではないのでしょうけども、地域の中で非常に元気がなくな

ってきた。簡単に言いますと子どもの声が地域から無くなってしま

っている。学校があるからそういうことではないと思うのですけれ

ども、やっぱり住民の気持ちの中にもそういった疲弊感とか落胆が

強く感じられるという話を聞いています。子どもたちのために、ど

ういう環境がいいのかっていうのが１番大事な視点なのですけども、

もう一つの大事な視点としてやっぱり地域コミュニティ、地域の中

で子どもたちをどう育てていくかという大事な観点も今後の適正規

模・適正配置については重要な視点と思っていますので、そういっ

たことなんかも含めて、皆様と有意義な話し合いができればいいな

というふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。 

以上那珂ビジョンについてあるいは私の考えや思いを述べさせて

いただきましたが、ビジョンに掲げた適正規模・適正配置の方針決

定にあたっては、当然教育委員会と認識を共有しながら、共に取り

組んでいかなければならない重要な課題だと認識をしております。

本日は、適正規模あるいは適正配置ということについて、教育長さ

んはじめ、教育委員の先生方にどのような考えを今お持ちなのか。

そして様々なご意見をお聞かせいただきたいと考えております。そ

の議論の前段として、小中学校における現状や課題について、事務

局からご説明をお願いします。 

小 橋 学 校 教 育 課 長： （本市における小中学校の現況と課題について説明） 

先﨑市長： 私からは那珂ビジョンについて説明をさせていただき、また事務

局からは、小中学校の現状と課題について説明がございました。こ

れらを踏まえて、この後は皆様とのフリートーキングで進めていき

たいと思います。ただいまの説明の中には、教育委員の皆様には、

初めて聞くような内容もあったかもしれません。私も那珂ビジョン

に対してでも、事務局からの現状についてでも結構でございますの

で、確認したい点や、わかりづらい点などがありましたらご質問な

どお受けしたいと思います。十分ご理解をいただいた上で意見交換

に入っていただければと思いますけども、いかがでしょうか。何か

私の話あるいは事務局の説明について確認したいことがありました
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らば、遠慮なくお願いをしたいと思います。私なんかも認識があま

りできてないのですけども、子どもたちの数の減少なんかもね、菅

谷地区あたりは減っていないのかなと思ったらやっぱり微妙に減っ

ているのですね。そういうことも認識として踏まえなくちゃいけな

いし、それでも全体的には減少率は、周辺に比べて緩やかですね。

出生数は減っているのですけれども転入なんかが結構あるので、一

定の割合を維持しているっていう解釈でいいのかな。 

小 橋 学 校 教 育 課 長： はい、出生数なのですけど那珂市の場合は４００人前後で推移し

ております。直近で平成２９年度は３９４人ということで、男女で

半々です。合計特殊出生率というのもありますが、直近で平成２７

年は、那珂市は１．３７。１０年前とか５年前より、全国で見れば

回復傾向にあるような中、那珂市は国や県に比べて若干下回ってい

るという現状がございます。先ほど転入転出ということで社会的な

増加がどうなっているかということなのですけども、那珂市の場合

は平成２４年度以降は年平均で８４人の社会的増加となっておりま

す。那珂市の場合は減少しているどころか増加傾向になっていると

いうことです。先ほど将来推計ということで策定中の子ども子育て

支援事業計画というところの数値を参考までに傾向を申し上げたの

ですけども、今後の小学生の累計というのも数字として出ていまし

て、参考までに申し上げますと、令和２年度は２，６５０人。計画

上の推計としているのですが、その後令和６年度は２年度に比べて

９１人減少の２，５５９人という推計をしているということもござ

います。以上です。 

先﨑市長： はい。ありがとうございました。全国的な傾向に比べて出生率は、

合計特殊出生率は落ちているっていうのは市の政策としてやっぱ

りもう少し頑張らなくちゃいけないのかなっていうデータだった

と思いますね。転入されるお子さんが結構それなりにいるので、

やっぱり一定規模を維持していると、全体的にそういう傾向があ

るということだったと思います。他に、委員さんからはどうです

か。 

小笠原委員： すみません、今ちょっと人口の出生の問題が出てきましたので、

そのことに関してなのですけども、今やっているのはもちろん教育

委員会と行政のお話し合いなのですけども、やはり、子どもが生ま

れてくることとそれから育っていくことを考えたときには、当然先

ほどの福祉との関係も非常に密接になってくると思います。今後や

はり、学校の規模適正化も含めて、学校の問題っていうのは様々な

分野の意見も取り入れた中で話を伺いたいなと。例えば私たち教育

委員ですけども、実際に出生の問題とか、それから、幼児教育の問

題に関しては、やっぱりちょっと分野が違ってしまう。そこで、小

学校に上がってきてからの現状はよく分かるけどもそれ以前の問題
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から当然深く関わってくることと思いますので、今後、様々な分野

の観点から話し合いがさらに持たれることを期待します。 

先﨑市長： はい、ありがとうございます。大事な視点ですよね。学校だけ見

ているとなかなかこう小さなところに入りがちになっちゃいます

けど、社会全体の動向も、適当な時期にまた提供していきたいと

思います。 

住谷委員： 今小笠原委員の話に関連してなのですけれども、どこの地方自治

体でも人口減少っていうのは、大変な問題ですが、那珂市でいえば、

例えば子どもを増やすということでないと、これからどんどんじり

貧になると。そうすると社会政策的には婚活、独身の方々が随分お

りますので、そういうかたが結婚できるような政策ということも考

えられます。私ちょっと常陸太田市の山間部の学校にかかわってお

りますが、これ激減なんていう問題ではなくて、小中統合をこの前

にしました。旧水府村ですかね。これは年寄りの方々が結構学校に

来られて色々なことをやっていらっしゃるのですが、病院がない、

買い物できない、歳とったら車乗れない等といった声があります。

そうした場合に、那珂市は平坦地で住みやすいと聞いているので、

家を探してくれないかっていうような話を実際に聞きます。実際な

かなかないのですけれども。それから市のほうでも空き家が非常に

多いので、そこに何とか他から移り住んでもらおうと。私は笠間に

関係していますので、焼き物屋さんの女のかたを１人、大きな６０

坪の建てたばかりの日本家屋の空き家に１人入れてあげました。月

１万円で喜んで借りていました。そういうことも、市として産業の

誘致ですか、そういうこともトータルで、やはり市の行政というも

のを考えていかなくてはいけないと同時にそれは財政問題でありま

すので、本日ここの小規模校の問題と財政問題は関係がありますの

で、それもトータルに議論していかなきゃいけないのかなっていう

印象を持っております。以上でございます。 

先﨑市長： はい、ありがとうございます。幅広い視点で考えていく必要があ

るということですね。ちょっと質問も含めてというふうにお話しま

したけども、ご意見等もいただきながら、進めていきたいと思いま

すので、それぞれの委員さんの思い、あるいは考え方をご自由に発

言をしていただければと思います。一つ、きっかけになるかどうか

わかりませんけども、私は県議会のときに、前にもお話ししました

かね。当時十王の山部小学校というところに見に行きまして、児童

数は３２人でした。それでも統廃合しないで頑張っている、地域的

には山の中にありますので地域的な条件もあるのでしょうけども、

やっぱり地域に学校がなくなっちゃうと大変だということで、地域

の方々は県にお願いをして県営住宅を誘致して、若い人たちが入っ

てもらう、そこの子どもたちには地元の小学校に通ってもらうって
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いう、書面では至らなかったのですけども口頭でそういうふうにお

約束をしてもらって、安い家賃で入居してもらって何とか少子化を

防いで頑張っているというお話を。それが一定期間過ぎると子ども

が大きくなっちゃうので、また次の土地を住民が提供して、次の団

地を誘致しようかなんて話をしているっていう話をしていましたけ

れども、そういうところを見てきました。当然、児童数が少ないで

すから、先生の数も少ないので、先生は日立市が単費で講師を３人、

４人入れていましたね。それは市の行政も３２人の学校を一生懸命

応援していると。そこがやっぱり無くなってしまうと、地域が大変

な状況になるという中で、小規模特認校の話もありましたけれども、

自閉症とか大きな学校に行って細やかな教育や配慮が受けづらい子

どもさんたちに山部小学校に通ってもらって、児童数の確保につな

げているという話があって、小規模校というのはやっぱり地域の事

情とか色々なもの考えれば、やっぱりもっと考えていく必要がある

のだなっていうふうに思いました。そこの卒業生は十王中学校に行

くのですけども、みんな生徒会の役員とか運動部のリーダーになっ

ていくということで、学校のテストの成績も県内でトップレベルだ

って言っていましたね。やっぱり少人数ゆえに、細かい対応ができ

る。一人一人にきめ細かな対応ができるっていうことで、そういう

成果が出ているっていうふうに校長先生はじめおっしゃってました

けども、地域の方々も一生懸命で、学校になるべくかかわって学校

に参加しようという子どもたちに地域の経験をしてもらうというこ

とで、茨城県最北のみかん園なんかも近くにあってそこの子どもた

ちに一生懸命みかんの収穫作業を体験してもらい、地域と一緒にな

って、運動会は当然ですけども、そういう現場を見させてもらって、

やっぱり小規模校は小規模校なりに、頑張ってやっていくっていう

一つの見方もあるのだなっていうのをまざまざと感じたのですね。

ですから、それが戸多、本米崎に活かせたかどうかわかりませんけ

ども、そういう視点も、今後においては大事なのだなということを

感じたので、県議会でも発表させてもらいましたし、確か何かの機

会でも市でもちょっと少しだけ申し上げたようなことがあったと思

います。またそういうことも、ご参考にしていただければというふ

うに思っております。 

委員： 私在住がどうしても額田なもんですから、もちろん私、額田小学

校出ましたし、那珂二中を卒業させていただいたものとして、１番

やっぱりここに目が行ってしまうのですけれども、全体論から言う

と額田は非常に減少率の高い、市でいうと木崎の次ですかね、２８．

８％。確かに５年前に比べて非常に活気が薄れてきているっていう

のが現状なのですね。額田地区の場合は。横堀に関しては、一部杉

地区に市街化をもっておりまして、多少なりとも児童数、もちろん
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本米崎がくっ付いたというところの部分もあるのでしょうけれども、

そういうところでちょっと学年ごとには今年の多分１年生なんか結

構の方々も入ってきたっていう話は聞いたのですけれども、そうい

うところも含めて、やはり地域で特色を生かしながらやっていかな

いと今後学校、もちろんコミュニティの中心という考え方、額田な

んか特にそういうところ強いですから。そういう地域住民の方にも

ご認識いただいた上で、学校というものはどういうものなのか、あ

るべき姿はどういうものなのかっていうのを考えていかないとこれ

から先やっぱり５年後１０年後っていうのは非常にネガティブな発

言が多くなってきちゃうのかなというふうに僕は思っております。 

先﨑市長： はい、ありがとうございます。地域と一緒に考えていかなくちゃ

いけないのではないかっていうご意見でしたね。中澤先生いかがで

しょうか。 

中澤委員： 今お聞きして子どもの数っていうふうなのが徐々に減っていると

いうふうなお話でしたが、大体現状とそんなに変わらないじゃない

のかな。その現状を踏まえて、学校の適正規模というふうなところ

を考えていかなくちゃならないというふうな認識ですけれど、要す

るには課長さんのほうから、ソフト面とハード面の話がありました

けれど、私はもうハード面の考えはほとんどなかったです。ソフト

面というか人的なもの、そういう風な面から適正規模を考えていか

なくちゃならないじゃないかなと。それを思ったのは、私３８年間

の教員生活の中で一つの汚点があります。それは、私が１年間英語

を持ったのです。最初に赴任した中学校で私は理科の教員として採

用されたのですが、どうしても要するに、授業の編成上２クラス持

ってくれと。１番最初に私が新採で入った学校なのですけれど、校

長の方からそう言われたのです。そして、最初の職員会議の後、校

長さん、何で私が英語持たなくちゃならないのですかと。全然自信

がありませんって言ったのですけれど。でも、そういうふうな中で

どうしても最初の中学校１年生だからと。そのころの英語というの

は、要するにスピーキングがほとんどなく、読んで意味が分かれば

いいのだから、そういうふうな指導をやってくれと。でも、やはり

自信のない教科を教えるっていうのは、そのころ中間、期末ありま

したけれど、他の先生と自分の教え方はどうなのだろうか。毎回び

くびくしながら中間、期末の全体のクラスを見ていたっていうふう

なのがあります。ですから、この中で私が言いたいのは、中学校の

教科といった場合において、今現状では７クラス以上は全部全教科

配置というふうなところですけれど、各中学校を見させていただい

た場合においては、主要教科のそういうふうなことはありませんけ

れど、どうしても、例えば、技術、家庭、美術はそういうふうなと

ころで教科を上手く調整をやっているみたいですけど。是非とも私
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自身はそういうふうな中で、免許外の教科を教えるというふうな現

状が出てきた場合においては、是非ともそこは早急に考えなくちゃ

ならないのかなっていうふうなのが自分自身の経験なのです。ただ、

先ほど市長さんがおっしゃいましたように、那珂市そんなに財政的

に余裕ない云々というふうなところもあって、課長の方からの説明

で東小とか四中が大規模改修云々っていうふうなところ、そうする

とそういうふうなのを考えていった場合に、木崎小の人数のところ

にさらにそういうふうな大規模改修的なものを加えていっていいの

かなと。そこも考えなくちゃいけないのかなと。ただ、基本は、私

自身そういうふうな適正規模というのは、子どもたちが公平な教育

を受けられるっていうのが最低限の条件かなと思うのです。それが

外れたら適正規模、要するに統廃合やらなくちゃいけないのかなっ

ていうふうなところを思っております。 

先﨑市長： その他いかがでしょうか。はい、どうぞ。 

委員： あとは部活動の問題なんかも中学校は出てくると思うのですよ。

今回、今年１年間、うちの３番目が二中のほうに入学したものです

から、部活動の１年間の流れを何となく見させていただきました。

実際問題、資料の２ページ、二中の野球部は令和２年度末で廃部、

一応私の中で予定っていうふうに学校で聞いておるのですけども。

実は１年生１人だけの部員のうちの息子なのですよ。今年新人戦以

降、総体だから３年生のときも実際は那珂二中と東海南中学校で連

合チームを組んで大会に出た。新人戦ですね。この新チームになっ

てからは、那珂市内の瓜連中学校と那珂二中プラス東海南中学校の

３校連合で出させていただきました。サッカー部もちなみに言うと

那珂二中と瓜連中学校が合同チームで新人戦の方に参加しておりま

す。生き残り方として、現場の判断ではもちろん先生の数が限られ

ていますので顧問の先生方、配置ができない、２名の先生だと思っ

たのですけども。そういうところで現場の判断でやっていくと、ど

っかの部活をやっぱり端折るしかないっていう傾向にはなってきて

いるのだけれども、実際のところ、私ちょっと野球贔屓が実に強い

人なので、こういう言い方も変なのだけれども、野球部がなくなっ

て実に地域でも寂しい話だというふうな意見を正直伺っています。

ただ現状野球部に入部する人間がいなければ、生徒がいなければ、

これはやむを得ないかなというふうに実は思っています。ただ今、

やっぱり全中学校見ていても、実に部活動の人員の生徒数、それが

少なくなってきているのはどの部活でも切実な問題になってきてい

ると思います。以上です。 

先﨑市長： はい、合同チームの現状も今お話いただきました。小学校と中学

校でやっぱり考える視点が違うと思います。私も、実は小学校と中

学校やっぱり違うだろうなと。小学校は、やっぱり地域のコミュニ
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ティの中で子どもたちが育っていくということもあるので、理想な

らば、地域にきちんと残ったほうがいいだろうなと。中学校はやっ

ぱり 委員の仰っていたように部活動の問題もあるし、あと受験

っていうことも控えていますから、色々な意味で、やっぱり次の段

階に向かっていく、色々な条件とか環境考えなくちゃいけないとい

うふうになると、中学校はやっぱり一定の大規模でないとなかなか

その目的を果たせないのかなっていう気はしているのです。私は素

人なのであまり深くそこをどういうふうなことをというのは、なか

なか考えが及ばないのですけども、そんな感じで私はちょっと思っ

たりしているのですね。皆様の中でももしそういったこと以外で結

構ですけども、適正規模・適正配置か何かでまたお考えがあればい

ただきたいと思います。 

住谷委員： 小中学校では、当然発達段階が違いますので、小学校の子どもた

ちを育てる環境条件と中学校とでまた違うかなと思います。水戸市

の上大野小学校の例でちょっと話しますと、これも本当小規模校で、

ここで言えば、廃校になった本米崎か戸多のような学校なのですが、

これは地域でお爺ちゃんお婆ちゃんまで学校行事に参加するのです

ね。とにかく前から出ていますように学校が無くなったら大変だと

小学校が無くなったら地域は活性化しないというのが住民の方々の

共通の思いで学校に積極的に参加すると。これは学校からの要請も

あったのですが、地元の市会議員さんが田んぼからいい粘土がとれ

るのですね。粘土がとれると分かったので、学校でその粘土で茶碗

をつくって、そして、芋煮会みたいなのをやっているのですね。そ

こに地元の方々が参加して子どもたちがいなくとも関係なく来るの

ですね。料理をつくってくれたり。そして、学校をバックアップし

ようと。学校の方でも努力しまして、去年は、理科教育の全国大会

ですかね、これをやりました。というふうにして見るからに地域が

活性化しているという印象を受けます。学校が無くなったとすると、

これは地元の方にとってはダメージですよね。特に、年寄の方々は

生きがいを創出するというふうな感じの気持ちがさせられるもので

すから、バックアップする方でも一生懸命やろうかなというふうに

なるのですね。そういう小規模校の生き残る道というものがあると

すれば、地域との連携、年寄りも含めて親も含めて、また他のボラ

ンティア団体も含めた連携というのはどうしても必要になってくる

かなというふうに思いますね。また今年は、地区外から転入生があ

ったのです。２人。それはそういう行事を聞いて親御さんが町の中

の大きな学校入れるよりもリスクも少ないだろうというようなこと

で来たようなのですね。そういう例もあるので、学校統廃合という

のは、小学校の場合はかなり慎重にやらないといけない。中学校の

場合は、生徒さんは皆四中か三中行くので特にこれは問題ないので
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すね。かえってたくさんの子ども、友達がいた方がいいと。部活も

できるというようなことで、ある程度の小規模校のモデルケースみ

たいなものが出来上がっているかなというふうに印象を持っていま

すね。以上でございます。 

先﨑市長： はい、ありがとうございました。他どうでしょうか。 

住谷委員さんから上大野小学校の例がありましたけども、委員会

で用意していただいた資料にも水戸ですかね。幾つかありましたよ

ね。そういったところをちょっともし簡単にでもこういうことが特

徴的だっていうのが説明できますかね。 

小橋学校教育課長： はい、水戸市の事例を資料には４校ほど載せました。こちらの括

弧書きにあるものを特色として出している。これによってこの教育

方針に同意した保護者は、こちらの学校に通うということでやって

いるということです。パンフレットにも載せているのですけども、

上大野小学校は地域の粘土を使った作陶教室とちゃんとパンフレッ

トにも出ています。 

ちょっとついでなので小規模特認校制度をちょっと説明させて

いただきたいと思います。実はこの制度は正式にこの名称がある

わけではありません。通学区域制度というものがあるのですけど

も、これを弾力的に運用。つまりは学区の自由度を高くして、学

校を選択できるようにする学校選択制というのが根拠になってお

ります。根拠法令としては学校教育法施行令なのですけども、従

来通学区域というのは教育委員会が定めるものですけども、その

一方で保護者は指定された学校の変更を申し入れことができると

いうことも規定されていますのでこれを使ったものです。具体的

な手続としては指定校変更というところなのです。先ほど私が申

し上げたように、保護者がそれぞれの特色を持った教育方針に同

意することを理由として、その変更を求めるということになって

います。今回は水戸市の事例を４つ載せました。この中で国田義

務教育学校。こちらは小中一貫教育の制度とあわせて実施してい

るという事例です。この小中一貫教育とあわせてやっているとい

う事例が県内は結構ありまして、この他にやっているのが日立市、

笠間市、牛久市で事例があるのですけども、いずれも小中一貫と

あわせてやっているということがございます。 

委員： はい、すみません。ちょっと質問なのですけど、例えば上大野小

学校で理科環境教育やＩＣＴ教育とあるのですけど、これは学校主

導でやっているものなのですか。 

小橋学校教育課長： はい、そのとおりです。この制度は特に国とか県の制度ではなく

て先ほど申し上げた通学区の自由度を高くするということで、その

自治体が、ある学校をこの特色でやっていくという特認校に指定す

るということで、特に国や県に認定を受けるというものではないで
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す。 

委員： ということは、水戸市が上大野小学校に理科環境教育の方の認定

をするという形ですかね。 

小 橋 学 校 教 育 課 長： はい、そのとおりです。指定をするという形です。 

先﨑市長： 認定をするということは、それに伴って、多少なりの財政的な支

援なんかも、ついてくるときっとなるのでしょうね。やっぱりあの

地域としては、さっきおっしゃいましたけど、地域の中に小学校が

なくなっちゃうというのは大きな問題だっていうことの中で、行政

としてどう対応するかっていうその支援策の一つになるのでしょう。

ただ、あくまでもやっぱり地域の方々がそういう意識にならないと

無理ですよね。最終的なものはそこが大きいと思いますので、地域

のそういう熱がどんどん上がってくるというのが一つの条件になっ

てくるのでしょうね。 

小笠原委員： 地域の参加について、いま瓜連の白鳥学園でやっているコミュニ

ティスクールについての現状なのですけど、いまも活発に活動して

いる様々なまちづくり委員会を巻き込んで様々な人が参加してくだ

さっているのですね。しかし、やはりちょうどもう３年、４年と経

ってくると、例えば学習支援活動であれば、今までたくさんの先生

が参加してきてくださったのが徐々に少なくなっていくとか、やっ

ぱり継続するにしたがって、大なり小なり様々な問題も出てくる中

で、どうやって継続していこうかということについて話し合いをし

て常に見直しをかけてやっていっている状態です。 

例えばその学校の制度、那珂市の今後のものに関しても、必ずこ

うだではなくて、当然そのときの社会情勢であったり、または市の

状況であったりで、やっぱり常にきちんと見直しをかけて話し合い

をかけて、行政には何年間という縛りがあるのかもしれないですけ

ども、そこは常に子どもたちの最善に対して我々が心を砕くってい

う視点でやっていっていかないといけないのかなと思います。もし

かしたら人はそれを流動的とか不安定というのかもしれませんが、

人口の動態に関しても、那珂市はそれほど変らないので、今まで変

わらないできていて、今後ももしかしたら変わらないかもしれない

っていう想像もあります。一方では、今は親になる世代がある程度

人数がいて、その中で結婚しないとか子どもは生まないっていう、

そういう選択の多様性が出てきている中で、今後は親そのものの絶

対数が減ってくる中で、その中でさえ、さらに多様性を重視するこ

とで、さらに減っていく、その減少に加速がかかるっていう見方も

あるわけですね。やはりそこも考慮に入れて小学校や中学校はもち

ろんですけどもその子どもを育てるっていう中で、私はどちらかと

いうと教育はソフト面の方が大事かなっていう思いがあって、質の

高い教育を那珂市に来れば受けられるのだと。それは小学校、中学
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校に限らず、本当に幼児のときから何の心配も要らずに、子どもを

産んで育てていくことができるのだっていうトータルの政策ってい

うものをみんなで常に考えていかなきゃいけないのではないかなと

思います。 

委員： 小笠原さんに追随して僕も小笠原さんのご意見にすごく賛成で、

持論というわけじゃないけど持っているものがあって、実際やっぱ

り質の高い教育が那珂市で受けられるってなったときに、我々親の

年代が自分の子どもたちにどういうふうなものを求めているかと。

もちろんスポーツでトップを取って欲しいとか色々あるのでしょう

けれども、やっぱり最終的に学力向上というのが１番望むものだと

正直思います。であれば、今の時点では風が吹けば桶屋が儲かる話

になっちゃうかもしれないけれども、やっぱり教育水準が那珂市は

他の市町村より高いというところであれば、多分人口増に繋がると

思っています。そこまで考えちゃいますね、教育っていうのは。実

に重要なのじゃないかなと思っています。色々な環境ももちろん質

も含めての話ですけれどもね。そういうところだと僕は思っていま

す。 

住谷委員： 日本が近代国家として、世界に伍していけたのは明治維新ですよ

ね。そうすると明治維新以後の教育というのは、例えば私どもの横

堀地区でいえば、地元の人たちが食べる物も惜しんで子どもたちの

教育のために、校舎を建てて先生を雇って教育にあたったというこ

とを祖父や父からもから聞いてきたのですけれども、そういうスタ

ンスでいうならば、教育は国家百年の大計でありますね。またその

教育とは一体なんだという点なのだということになると、これは文

化の継承がないといくら点数をとっても、いい大学入ってもものに

ならない。やっぱり郷土意識とか、あるいは県民認識とか国家意識

とか、これがないことには教育の質というものは維持できないとい

う視点を持たないと教育は駄目だと思いますね。ですから、特に日

本の戦後教育は、占領政策もあって、これ骨抜きになっているわけ

ですよね。ですから、肝心のことが教えられていない。私、前に中

国行ったときに中国の青年は、一党独裁のもとで完璧なそういう意

味での教育なのですね。昔、３，０００人交流といって、中曽根さ

んのときの交流で私も出たのですけれども、最初に歓迎レセプショ

ンが上海体育館でありました。そのときに、まずやるのは国歌斉唱

なのですね。日本国歌が流れるわけですよ。常識として国際人はそ

のときは全員立たなきゃいけないのですけど、そのとき私ども３，

０００人の中で立ったのは何百人か。そのときの中国の多くの若い

人たちの顔といったらなかったですね。軽蔑の眼差しでございまし

た。これは非常に今でも思い出しますね。次に中国国歌が流れたと

きに、３，０００人がバって一緒に立つのですよ。一斉にですね。
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ある意味で、軍国主義的な教育。この差を見て、日本はそのうちや

られるなというふうに私は正直思いました。それがじわじわと来て

いるというのが現状じゃないでしょうかね。ですから教育の持つ本

当の恐さ、それから良さというものはそういうとこに出てきますの

で、那珂市でいうならば郷土教育。例えば、常福寺さんを中心とす

る歴史とか、静神社を中心とする歴史とか、佐竹さんを中心とする

歴史とかいくらでもあるわけなのですね。その辺を子どもたちがき

ちんと受け継いで次に伝えるという作業がないといくら教育やって

も、結果として、何も残らないと。色々ないじめ問題なんかも、恐

らくそういうところにかかわってくるのだろうなということは、私

は常々考えております。以上です。 

中澤委員： 住谷先生の話を聞きまして、郷土教育っていうかね、いやその前

に教育っていうのは文化の継承がなければと。そこまで本当に考え

たことはあまりなくて。例えば学力的なものっていうかそういうふ

うなスパっとこう見ちゃうところがあったのですけれど。住谷先生

の考え方をした場合において、那珂市では郷土教育として、それぞ

れのものをひとつ、それを根底に教育かなっていうふうなところも

思ったのですけれど。でも、皆様の意見を聞いていても私は、那珂

市で例えばこんな心配いらない、素晴らしい教育が受けられるのだ

というふうな情報発信ができれば、少しはやはり子どもっていうか

集まってくるのかなとも思いますし、こう考えてみてください。あ

そこのところに入れば、何とかある程度上へ進めると思えば、そこ

に人数が集まるのかなと。本当に端的な発想で申しわけないのです

けれどそういうふうな感じも先生方の意見を聞いてそう思っており

ます。 

先﨑市長： はい、本当に素晴らしい意見が出ていますね。やっぱり学力が伸

びる。つまり、いい上級学校に行ける。あそこに行けば、そういう

道が開けるよっていうのも大きな視点でしょうね。でも人として、

８０年、９０年生きる中で、それも大事なことなのですけども、自

分たちのふるさとに対する思いとか、それは家族に対する思いなん

かにも繋がったりする。そうするとそういう情操教育っていう場面

で、やっぱり子どもたちをどう育てようか。学校との非常に、多様

な空間ですよね。それは人間が多様だからですよね。勉強だけして

食べられるわけじゃない。働かなくちゃいけない。働くときには役

に立つものは何だ。例えば極端な話、英語できなくても、何とか食

えるぞと。そういう人もいるかもしれない。だから個々に合った能

力。この子にはこういう能力なのだろうなと。この子はこういうふ

うにして大人になっていけばこの子なりの人生歩けるだろうなって

いう細かい対応が出来得る空間が学校だったりするのかなと。あく

までもやっぱり、一部のかたを除いては、学校から社会に出てくわ
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けですからね。そうすると、社会に出ていっても、ひとり立ちでき

るような基礎的な能力をやっぱり学ばせる、学んでもらう場所が学

校だったりするとなると、学力も必要でしょうし、人間としてのマ

ナーとか、あるいは郷土に対する愛着心とか色々なものが必要にな

ってくる。おそらく那珂市の教育はそういうことを基本にしてやっ

てこられているから間違いないと思いますね。ただ、今さっき小笠

原委員が言った時代がどんどん動いていると、５年前につくった基

本計画でも、もしかしたら変わってくる可能性もある。地域はもっ

と動きが激しい場合もあると。だから常に見直しをして点検をして

いっていうのは確かに必要なのだと思うのですね。学校にたくさん

のかたがかかわってくれるというのは、ありがたい。一時、池田の

事件があってから学校を外部と遮断しようというか、不審者が入っ

てこないようにというか閉ざした出した学校みたいなことも、一応

やりましたけども、それではやっぱりいけないと、色々な人が学校

にかかわってもらって、やっぱりそういう社会とのかかわり、大人

とのかかわりの中でやっぱり子どもは学んでいかなくちゃいけない

のだっていうことに一回立ち戻っていって、今のような風潮がある

のだと思うのですけども。本当に考えさせられる意見でしたね。皆

様の意見を聞いて。教育長に聞くとまとめ的な話なっちゃって終わ

っちゃうのでなかなか振りづらいのですけども、今の段階でちょっ

と感じるようなことがあればどうですかね。 

大縄教育長： 何点かあるのですけど水戸の特認校では単純に生徒数が減ってき

て学区を撤廃するところから始まったのです。私も水戸にいたので。

つまり、国田が小中一貫になるときに、一貫校としてつくると始ま

ったのだけれどもやっぱり国田地区の児童生徒数は減少傾向にある。

それを市内全部からいいですよという単純なそこからのスタートで

す。上大野も私水戸三中に勤務していたので水戸三中の学区の小学

校なのです。ここも年々減少傾向でした。そのときにやはり上大野

地区の環境、地域を生かそうというところからスタートした。やっ

ぱりそのときは、当時の校長の考えと市教委の考えでスタートして

いるということなのです。自分たちの学校を残そう。そこにその特

色ある教育課程を編成した上に、地域がそこにまとまってきた。例

えば大場小学校の体育もそうです。ここは本当に児童生徒数が減っ

て、特色あるものをやろうとしたときに、体育で健康な体づくりを

しようということからスタートしている。今現在も指定を受けたり

して去年だったかな。多分発表をやっていたのではないかと思いま

す。下大野小のＩＣＴもたまたまＩＣＴに長けている校長が、赴任

して、そこで下大野もやって、今月かな、来月かな、発表会をやる

予定で那珂市でもいったらどうだって私お話をしているのですけど

もそういうところから始まっている。だから、これ最後に話そうと
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思ったのですけれども、適正規模・適正配置っていうとどうしても

最終的なものは統廃合ということは避けて通れないけれども、それ

以前に前段階からきちんと先を見通したこういう場で話し合いをす

ることによって、小規模校の特色ある教育課程というのはいくらで

もできると。例えば、木崎小には外の市内の１３校にはないチーム

木崎小という保護者地域を交えた一つの組織があるわけです。これ

が学校経営の中に入ってきて子どもたちとのかかわりで色々な授業

の中で取り組んでもらっている。これも私がこの教育長を拝命した

後で、当時の校長と相談して何か木崎でできないか。つまり白鳥で

やっているコミュニティではなくて、いわゆる那珂市版の学校運営

協議会的なものができないか考えてくれと。額田小でも今年度から

額田小のいわゆる那珂市版の学校運営協議会的なもの、つまりこれ

はもう完全なる学校支援です。そして先ほど 委員がおっしゃっ

たように、地域が学校に色々な形で応援してくるとそういうことが

できる。だから、そういったことをきちんと計画的にやってくれば、

５年先１０年先に事務局のほうから説明があった最終的には改修と

か改築は避けて通れないことなのだけれども、それと、中身を同時

並行でいくっていうのは、どうなのかなっていう。やっぱり学校は

学校として中身をしっかり考えていった上で校舎の改築とかという

のは考えていかなくちゃならないのではないのかなっていう。実は

先週も地域の人とちょっと会って話をしたときに、教育長、那珂市

は統廃合をこの後考えているのかと言われたのですけれども、やっ

ぱりそういうところはみんな関心を持っていると。そういう中でや

っぱり教育委員会がやること、それから、地域に根差した学校って

どうあるべきなのかっていうのはやはり教育委員会と学校そして首

長部局がしっかりと今後のこう考えていかなくちゃならないのかな

っていうそんな思いはしています。ですからこういう協議の場って

いうか、自由に意見交換できる場っていうのがこの総合教育会議に

限らず、色々な形で今後やられていくと、那珂市としてはよりよい

ものができ上がってくるのかなっていう、そんな思いをしながら、

今日の話を聞かせていただきました。とりあえず現時点では以上で

す。 

先﨑市長： ありがとうございます。すみません、ちょっと困ったときの教育

長で。いま教育長の話を聞いてそれぞれの学校の中でやっぱり校長

先生と教育委員会が連携をして、この学校をどうしていこうかって

いうやっぱり真摯な話し合いがそこからアイデアが出てこの地域は

こうしていこう。この学校はこうしようっていう。多分そういうこ

とを一生懸命地域と学校があるいは保護者が一緒にやってくれば、

例えば１０年後に統廃合でなくなっても、気持ちが残ってくると思

うのですよね。そういう努力の過程が、次の展開にまたつながるか
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もしれない。そういうことを地域と学校とみんなが喧々諤々やって

努力して、１０年１５年先にもうこれ以上無理だということで統廃

合っていうことになったけども、統合された地域、なくなってしま

った地域なんかもその努力した過程が次の展開に生きてくのかなと

も思うのですね。何か知らないうちにこんなことになっちゃうのか。

学校がなくなっちゃったらこんなふうになっちゃうのだっていうこ

とを聞くのが１番つらいですよね。みんなが想像して何とかやろう

と。なくなったら大変なのだからこうやって頑張ろうっていうこと

が地域の力、活力にもつながっていくのかなということだけはやっ

ぱり那珂市内では繋いでいきたい。学校がなくなったらこんなふう

になっちゃうのだっていうことではやっぱり残念な状況ですから、

そういったことをみんなで考えて学校中心に考えてみる。地域のあ

りようを考えてみるっていうのは、大事なことなのかなと。色々な

行事やっていますけども運動会なんかも最たるもので。地域と学校

が一緒になってやっている。大きい学校は単独でもできますけども

ね。額田の敬老会にこの前初めて参加しました。小学校の体育館使

ってやっていましたけどね。福祉施設にお願いをすると調理も全部

やってくれるし、非常に揃っているから楽なのだっていう話を自治

会の役員さんによく聞くのですけども。学校でやるのはそれなりの

準備があって大変だと思うのですけど、何か額田は小学校の体育館

でやっていましたね。子どもたちも色々一生懸命披露し、日ごろの

練習したものをお年寄りがそれを見て喜んでくれるっていう。原型

のような形ですけども、でもやっぱり学校を中心にしてコミュニテ

ィをどう考えていくかっていうことも一つの事例なのだろうなと思

って私は見させてもらいました。そういう意味でもっともっと学校

と地域のかかわりが増えていってくれればいいなっていう気はしま

すね。 

中澤委員： 今の市長さんの話の中で地域との連携、教育委員さんが話した地

域との連携という中で学校の現状とその話を聞いて、本米崎小が廃

校になったけれど、何でうちの本家から何で分家にいくのだよって

いうふうな話も聞きました。でも、その中で私ね、現場にいたとき

においてなのですけれど、ある学年の生徒が１人だったのです。話

し合い学習といった場合に１人で話し合い学習ができないのでその

子は多分、額田小にお世話になっていたと思うのです。あの現状を

見た場合にはやっぱりこれ以上続けていいのかなっていうふうなと

ころは思ったものです。やはりそういうふうな現状を地域のかたも

知って、これではだめだから、一つの学校にしようっていうふうな

感じであったのかなと思うのですけれど。でも、確かに学校がなく

なれば、地域が少しポシャッとなるのだけれど、小規模特認校とい

う道の中でいられるのかなっていうところもありますけれど、やは
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りそれは地域の方々と喧々諤々とやって、最終的にしょうがないな

っていうふうなのを地域のかたも思っていただいてと思うので、や

はりそのプロセスがなく統合ですよって言われれば、カチンと来て、

何だよ、俺の方は統合できねえよっていう感じはあるかなと思いま

すけど、そのプロセスを十分やっていけば、地域のかたが納得して

いただければ、そういう形になろうかなと思いました。 

住谷委員： 今の中澤先生との関連ですけれども私最初に教育委員やらせてい

ただいたときに、本米崎小の入学式に行ったのですね。そのとき地

元の有力者のかたがグルっと周りを取り囲みまして、何だ無くすの

かと言われたのです。そう言われた過程は分かりませんが、それを

報告したら教育委員会の部長さん、課長さん、Ｇ長さんとかが非常

に丁寧な説明を何回も何回もなさって、それ以後は余り詰め寄られ

ることはなかったのですけど、やっぱり丁寧な説明で出来ることは

全てやるというぐらい丁寧にやらないと後でしこりを残すんじゃな

いかと思います。それはそれで無くなったけれども、実際に私もあ

そこ通りますとちょっと寂しいですね。本当にあの辺が静かで人の

姿が全く見えないという、子どもたちの姿が見えないっていうのは、

地元にとっては耐えがたいことかなっていう。ですから、無くなる

ことは本当大変だなっていうことで、本家本元がなくなって何で横

堀行くのだっていう話も言われましたので、そういうこともあるの

かなっていうことで一応経験をお話し申し上げました。 

委員： 幸いに本米崎地区も私、仕事柄色々なかたとお話しするのですけ

ど、最終的にやっぱり子どもの数が究極に減少しちゃって、運動会

やります、なにやりますと成立しないということで地域が下りちゃ

ったっていう話はもちろん聞いております。ただあそこは那珂市内

ではちょっと特殊だったところで、神崎地区に二つあったのですね。

地区に１校じゃなくて。そういうところも加味した上での話なので

しょうけれども、いま現状小学校がなくなっちゃって確かに本米崎

は実に寂しいような風潮が見えるのですけど、実は本米崎地区って

いうのは独特な文化を持っていて、いま本米崎地区だけ単体で、横

堀小学校区じゃなくて旧本米崎地区で色々な若い人が集まって、イ

ベントを開いたりとか色々なことやったりとかされている。もうす

ごく熱量を感じます。１番最初の話ですけど、ご理解した上での話

での廃校っていうところにつながって、その中で本米崎地区ってい

うのをアピールしているところがすごく本米崎にある。これは僕も

実に頭の下がる思いですね。額田も頑張っているのですけどね。 

小笠原委員： 皆様のお話を伺ってなのですけども、相当様々な政策や指針の見

直しっていうことに関して、行政の中でもすごく今まで本当にこ

れが良かったのか、無駄じゃなかったのかっていうのを見直して、

それで実態にあったやり方に変えましょうっていう、特に委員会
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の会議やその内容についてもそうなのですけど。そういうことが

すごく活発に行われているなって印象があります。その一つが、

保幼小中連携っていうのを今やっていまして、それはなかなか他

の市町村では聞いたことがないっていうことと、それから支援を

必要とするお子さんの就学前の情報を学校にきちんと引き継ぎま

しょうっていう。そのために、両方にかかわる職員さんをおいて

連携を図りましょうっていうことも、これも他の市町村ではほと

んど聞くことのない。ないわけではないですけど、余り聞かない。

他市町村にすごく誇れる部分だと思います。そういう良さをきち

んと市民の皆様にも考えていただくということと、それからどう

やったら人が那珂市に来てくれるか。これから生まれるだけじゃ

なくて来てもらわなきゃいけないと考えたときに、何の質が高い

のかっていうので当然学力っていうこともあるのですけども、学

力を支えるものは、市長さんもおっしゃった人の関係であったり

情操であったり、それからそういうのを全て含めて教養と名をつ

けるのであれば、高い教養を身に付けるために、最終的にはいわ

ゆる上級学校に行くみたいなことが可能であると。それを支える

のは、本当に点数だけではなくて、少ない人数で丁寧にかかわっ

て、そして子どもたちの意欲を引き出していくことが学力にも当

然つながっていくし、学力って考えた場合には、こういうこと知

りたいと思うのも一つだけど点数を取りたいと思って勉強すると

いう子も、その高い学力を持った子も中にはいて、そういう子ど

もたちのこうしたいって思いをきめ細やかに取り上げていけるよ

うな学校づくりっていうのは、これは大規模校であっても小規模

校であってもなんら変わりのないところであるので、先生方の意

識というか、あとは我々市民が子どもたちも大人も教養を高めて

いこうと。特に年配のかたはものすごく知的好奇心が強くて歴史

とかいうと人が集まって勉強しているし、その勢いを是非子ども

たちにも守ってもらいたいなと思うと考えると、どうやったら丁

寧な教育ができるかっていうことに本当に尽きると思って、それ

は学校から始まることじゃないっていうのは思っておりますので、

今後とも、慣例を崩す必要性、あと見直す重要性っていうのを是

非色々なところでやっていきたいなと思っていますけども。 

先﨑市長： 保幼小中連携までで素晴らしい取組みだということで、大縄教育

長さんからも、那珂市の小中一貫、これはもう、やっぱり一生懸命

やっている、誇っていいことだというお話も聞きました。中一ギャ

ップもしかしたら幼稚園、保育園から小学校に入るときのギャップ

の解消にもつながる色々な効果があるのだと思うのですね。先ほど

事務局の説明の中では、この適正規模・適正配置が小中一貫と微妙

にまた絡んでくるっていう時期も来るかもしれないと。そのことに
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ついて見直さなくちゃいけないっていう話もありました。たぶん現

場では色々機能しているのだろうなっていうふうに感じるのですけ

ども。どうですかね、委員さんの中で小中連携や小中一貫あるいは

保幼小中連携、何かについてこう感じるところがあれば、この機会

ですので、もし感想なんかをいただければありがたいと思うのです

が。 

住谷委員： 小中連携で中一ギャップの解消ということを一つの旗印にして始

めたのですけれども、確かに現場に行って中学生と小学生が交流

するっていうのは、そういう意味で非常に情緒的に安定性をもた

らすっていう中学生もそうだし、小学生もそうだし。そして幼稚

園と小学校の場合もやはり小学生にかなり自覚を高める。そして

自分のことは自分でやった上で面倒みようという認識もかなり喚

起しているように思います。ですからそれが幼稚園、小学校、中

学校と行くと、かなり那珂市はそれでなくても、周りから見ると

非常に安定した市なのですね。子どもたちの安定度が非常に高い

のです。そういう意味でいうと、この取組みというのは是非とも

続けていって、そして子どもたちの情緒の安定。それは、いじめ

をなくすということもかなりの度合いで繋がっていると思います

ので、それを推進してきた方がいいというふうに思います。でき

ればそこにまた高校生を巻き込んで、中学校を出て様々な学校へ

行っている高校生もそこにかかわることによって。高校生会って

いうのもありますけれども、ちょっと低調のようですけどね。そ

ういうことも含めることによって、市としての一体感、子どもた

ちの一体感。そしてそこに大人と年取った方々の一体感っていう

のを高めていければと。以上です。 

先﨑市長： はい、ありがとうございます。そうですよね。小規模校でよくク

ラス替えができなくなると、そろそろ考えなくちゃいけないのでは

ないかっていう。そのクラス替えに変われないと思いますけども、

やっぱり小学生が中学生と交流することによって人と触れ合うこと

なんかの経験もすることができる。ですから、やっぱり小中一貫は

素晴らしい取組みだと思うし、さらに高校生まで入れたらいいじゃ

ないかという話もありましたけども。お兄ちゃんお姉ちゃんたちと

もあるいは弟、妹たちとも触れ合うということが大事なのだなって

いうことは、何となく私も想像できますね。 

中澤委員： 例えば保幼小。実際そこの現場にいた場合において、今までは小

学校と幼稚園、あるいは保育園はあまり交流なかったと思うのです。

それで、例えば幼稚園なんかの４歳、５歳児っていった場合におい

て、お店屋さんごっこっていうごっこ遊びをやるのです。小学校１

年生、２年生の場合においてもやはりお店屋さんごっこ、同じこと

をやるのです。そこに全然連携がなかった場合においては、小学校



２２ 

 

の先生は何も言ってないから同じようにまたゼロからのスタートで

指導をやっていく。幼稚園でこんなことやっているのですよってい

うふうなことが分かれば、やはり小学１年生の段階において、それ

にプラスアルファの指導ができると思うのです。今までそういうふ

うなのがなかったものでブスンブスンと切れていたのですけれど、

今はやはり保幼小っていうとこで幼稚園、保育園との小学校との連

携ができていることによって、その指導内容的なものも小学校の先

生がわかってそれプラスアルファっていうことをやっているのかな

って思います。また当然こう上がっていく場合において、幼稚園あ

るいは保育園での状況が分かっていた場合、小学校が分かった場合

においては、例えばクラス編制をやる場合においても十分そういう

ふうな情報が上がることによって、子どもたちへの指導っていうふ

うなのがまた手厚くできるかなと。だから、保幼小連携というふう

なところで、この那珂市が取り組んでいるっていうことは非常に大

切なこと、重要なことかなっていうふうなことを思っております。 

先﨑市長： どうですか、他にございますか。はい、限られた時間の中でやっ

てきました。再度大縄教育長はどうですかね。これまでの議論なん

かを踏まえて少しまとめ的な話になるかもしれませんけども、お願

いします。 

大縄教育長： はい、ありがとうございました。私もずっと先ほど何点かお話を

させていただいたのですけれども、今日のこの適正規模・適正配置

についての私の思いについては最後話をさせていただきますけれど

も、いま色々なキーワードが出てきて、私なりにここに記録をした

のですけれども、やはり本市の特色である小中一貫教育あわせて保

幼小中連携。これについては今後ともしっかりと進めていかなくち

ゃならない。ただ、これは全てにおいてそうですけれども、随時見

直し、検討、これはやっていかなくてはならないことだなというふ

うに思っています。これだけ時代が進んでいる、あるいは子どもた

ちの姿、あるいは保護者の思い、考えが違ってきている時代の中で、

一つのことにとらわれていたのでは駄目だなと。やはり柔軟な発想

のもとで柔軟な那珂市の教育というその大きな特色を続けていくこ

とが教育委員会に課せられた使命じゃないのかなっていうことを改

めて感じました。あわせて、やはり、学校は中身的なものは校長の

裁量で行うものであって、教育委員会ができるところはその連絡調

整やそれの指導助言であるとそう考えていったときには、これまで

もそうですけれども、特に校長会を中心とした組織と教育委員会と

の連携というのは、今後さらに強化をしていかなくちゃならない。

今でも太いパイプがありますけれども、さらに太いパイプにしてい

く必要があるのだろうなという思いが強くしました。 

あわせて、小規模校もそうですけれども、その規模にかかわらず、
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校長が自分の学校の学校経営、学校運営をどう進めていくのかって

いうことについては、市の思いを伝えた上で、さらに校長について

は、グランドデザインをもとにした学校経営。それを進めていって

もらうことが、１４校という市の中では適正な規模なのかなと。そ

れをさらに強固なものにするという一つ大きな意味合いを持つのか

なという思いを強くしました。そういうことを踏まえて、今日この

総合教育会議の中で、適正規模・適正配置について、委員の皆様か

ら、そしてまた市長からもご意見、思いをいただいたわけですけれ

ども、やはり、将来的にどうするかは別として、今後やはりこの適

正規模・適正配置の検討については、我々教育委員会をはじめとし

て、考えていかなくちゃならないことだろうとこれは今日がこうい

ういいスタートになったのかなっていう気がしています。 

あわせて、今日の会議の中で幾つかご意見等いただきましたけれ

ども、教育委員会だけで考えるのではなくて、やっぱりそれに付随

する関係課が一緒になって総合的にやはり考えていかないと、この

統廃合、最終的にどうなるかわかりませんけれども極力少なくなっ

てしまったらもうそれはせざるを得ない。そういうことにならない

ためにも途中の経緯であるとか丁寧な説明であるとか那珂市の丁寧

な教育をやっていく上でも、そういう市教委だけでなく、関係部署

と連携をしながら、きちんと政策提言として総合政策として、市と

して最終的には考えていかなくちゃならないのかなっていうふうに

思いました。教育委員会としても今日の意見をいただいた上で、最

終的にはソフト面、ハード面、関係部署と連携をとりながら進めて

いきたい。そんなふうに思っておりますので、今後この総合教育だ

けじゃなくて、あらゆる形で意見交換の場があり、定例の教育委員

会の中あるいは協議会の中でもこういったものについての意見交換

をしながらあるいは市長にそういったことを提言しながら進めてい

ければいいのかなというふうに思いました。 

いずれにせよ、やはり那珂市の宝である子どもたちのために我々

ができること、子どもたちのために何がいいのかを考えていくこと。

そして、市の、あるいは地域の発展ということを考えたときにどう

すべきかっていうことも踏まえた上で、特に適正規模・適正配置に

ついては、今後さらに、検討をしていく必要があるのかなというふ

うに思いました。今日のこの話し合いがさらに今後の進展に資する

ところがあればいいかなというふうに思います。以上です。 

先﨑市長： ありがとうございました。教育長にまとめていただいたところで、

そろそろ予定の時間が近づいてきたようです。今回、私の方から、

那珂市における小中学校の適正規模・適正配置について、というこ

とで協議をお願いしたところですが、皆様から、多岐にわたって

様々なご意見をいただき、大変有意義な会議になったものと思いま
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す。少子化という社会的背景から、児童生徒数の減少は、今後も継

続して続いていくことは間違いありません。また、少子・高齢化は、

本市の財政基盤の維持にも、多大な影響を及ぼす要素でもあります。

今後、那珂市の教育をどうしていくか、その教育を実施する場であ

る「学校」をどうしていくか、大変大きな課題ではありますが、本

日、皆様と議論したことで、那珂市の教育の将来像を見据えたとき

には、新たな「適正規模・適正配置の基本的な方針」を策定しなけ

ればいけない時期に来ていると、私自身、理解が深まり、また、皆

様とも、その認識は共有できたのではないかと思います。今後、学

校教育課が担当になると思いますが、今回の議論をもとに、さっそ

く方針策定の準備に着手してもらいたいと思います。那珂ビジョン

では、目標年度を令和５年度と設定しており、課題の大きさを考え

ると、タイトなスケジュールになるとは思いますが、確実に進めて

いただくようお願いします。また、せっかく、議論の発端を、この

総合教育会議においたわけですから、来年度以降も、進捗状況の報

告をはじめ、その都度、必要な議論はこの会議を活用して、ぜひ、

教育委員会と市との連携で進めていきたいと思います。委員の皆様、

いかがでしょう、そういったことで、本日の会議の結論としたいと

思いますが、よろしいでしょうか。 

教育委員： （承認） 

先﨑市長： ありがとうございます。では、非常に重要な重い課題でしたが皆

様のご協力で、本日の協議事項は終了といたします。進行へのご協

力、誠にありがとうございました。それでは進行を事務局にお戻し

します。 

渡邊総務課長： 長時間にわたり様々な意見をいただきありがとうございました。

協議事項は以上で終了となります。今後のスケジュールなのですけ

れども、また、来年度、総合教育会議が開催することになると思い

ますので、日程につきましてまた改めて調整をさせていただきたい

と思います。その他委員の皆様から特になければ、以上をもちまし

て令和元年度第１回那珂市総合教育会議を閉会といたします。長い

時間ありがとうございました。 


